
競
争
あ
お
り
教
育
費
削
る

　
　
維
新
の
橋
下
徹
前
大
阪
市
長
（
出
直
し
選
で
２
月
2
7

　
日
失
職
）
の
も
と
で
進
め
ら
れ
て
き
た
「
教
育
改
革
」

　
が
行
き
詰
ま
り
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
安
倍
流
「
教
育

　
改
革
」
を
先
取
り
し
た
実
態
を
見
る
と
ー
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
浜
島
の
ぞ
み
）

　
　
「
橋
下
・
維
新
」
は
、
首
り
、
必
要
な
正
規
教
員
を
採

長
が
教
育
に
介
入
す
る
教
育
用
せ
ず
″
教
育
に
穴
が
開

関
係
条
例
や
「
国
旗
・
国
く
″
事
態
が
全
国
の
中
で
突

歌
」
強
制
条
例
を
強
行
成
立
出
し
て
起
き
て
い
ま
す
。
｀

さ
せ
、
異
常
な
競
争
主
義
教
’
知
事
時
代
か
ら
「
く
そ
教

育
と
強
権
的
な
支
配
・
統
制
育
委
員
会
」
と
公
言
し
て
き

を
強
め
て
き
ま
し
た
。
　
　
た
橋
下
氏
は
、
教
育
の
独
立

　
こ
の
間
、
大
阪
府
は
学
校
性
を
守
る
た
め
に
憲
法
に
基

選
択
制
と
学
力
テ
ス
ト
学
校
づ
い
て
つ
く
ら
れ
た
教
育
差

別
結
果
公
表
、
公
立
高
校
学
員
会
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て

区
廃
止
と
前
・
後
期
入
試
で
介
入
を
強
め
、
高
校
の
卒
業

競
争
を
あ
お
り
、
高
校
入
試
式
・
入
学
式
で
は
「
君
が

倍
率
は
平
均
３
倍
、
最
大
６
代
」
斉
唱
時
の
口
元
チ
ェ
ツ

倍
に
も
達
し
て
い
ま
す
。
教
ク
ま
で
行
う
異
常
さ
で
す
。

青
貝
（
決
算
ペ
ー
ス
）
を
２
　
　
「
評
価
や
報
告
に
よ
っ
て

Ｏ
１
０
年
度
ま
で
の
３
年
間
先
生
も
生
徒
も
が
ん
じ
が
ら

で
約
１
０
０
０
億
円
も
削
め
に
さ
れ
て
い
る
」
と
語
る

橋下｢教育改革｣行き詰まり
の
は
大
阪
教
職
員
組
合
の
末

光
章
浩
副
委
員
長
。
「
現
場

や
地
域
の
取
り
組
み
を
支
援

す
る
こ
と
こ
そ
必
要
で
あ

り
、
首
長
に
よ
る
支
配
・
介

入
は
逆
行
し
て
い
ま
す
。
先

生
が
次
々
辞
め
て
授
業
が
成

り
立
た
な
い
な
ど
矛
盾
と
行

き
詰
ま
り
に
直
面
し
て
い
ま

す
」
と
強
調
し
ま
す
。

　
学
校
選
択
制
を
実
施
し
た

区
は
1
4
年
度
で
は
半
数
の
区

に
と
ど
ま
り
、
実
施
し
た
区

で
も
校
区
外
希
望
者
は
５
硲

前
後
。
小
中
の
公
募
校
長

　
（
民
間
人
）
は
不
祥
事
が
続

き
、
来
年
度
採
用
枠
3
5
人
中

決
ま
っ
た
の
は
1
2
人
。
教
職

員
志
願
者
は
３
年
間
で
１
８

少
人
数
学
級
拡
充
な
ど
教

育
条
件
整
備
を
大
阪
府
に

求
め
る
署
名
提
出
集
会
＝

２
０
１
３
年
２
月
1
4
日

０
０
入
城
。
１
９
一
年
度
の
内
定

辞
退
者
は
Ｉ
割
を
超
え
ま
し

た
。

　
　
「
発
言
す
る
保
護
者
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
大
阪
」

代
表
の
大
前
ち
な
み
さ
ん
は

　
「
先
生
が
一
人
ひ
と
り
に
向

き
合
え
る
学
校
づ
く
り
、
競

争
よ
り
も
助
け
合
い
と
連
帯

を
ー
が
私
た
ち
の
願
い
で

す
。
し
か
し
、
子
ど
も
に
寄

り
添
う
教
育
改
革
は
橋
下
さ

ん
に
は
期
待
で
き
な
い
と
多

く
の
人
が
感
じ
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
す
。

　
同
会
で
は
「
橋
下
氏
に

は
、
人
が
人
と
し
て
成
長
し

生
き
て
い
く
と
い
う
基
本
的

で
当
た
り
前
の
部
分
が
感
じ

ら
れ
な
い
」
「
子
ど
も
は
ロ

ボ
ッ
ト
で
も
人
造
人
間
で
も

な
い
。
す
べ
て
の
子
ど
も
に

光
が
当
た
る
教
育
を
望
み
ま

す
」
と
の
保
護
者
の
声
を
発

信
し
て
い
ま
す
。

　
市
議
会
で
昨
筈
‥
‥
一
月
、
府

立
・
市
立
大
学
統
合
の
関
連

議
案
と
、
市
立
幼
稚
園
の
廃

止
・
民
営
化
（
第
１
期
1
9

園
）
の
う
ち
1
4
園
を
、
「
維
新

の
会
」
を
の
ぞ
く
日
本
共
産

党
、
自
民
党
、
公
明
党
、
民

支
配
・
介
入
ノ
ー
広
が
る

主
系
会
派
の
反
対
多
数
で
否

決
。
「
橋
下
改
革
四
面
楚
歌
」

と
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
広
が

る
世
論
と
共
同
が
橋
下
流

　
「
改
革
」
に
ノ
ー
を
突
き
つ

け
た
の
で
す
。

　
日
本
共
産
党
は
「
橋
下
・

維
新
」
の
暴
走
と
対
決
し
、

教
育
関
係
条
例
の
具
体
化
を

許
さ
な
い
た
た
か
い
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
党
大
阪
府
委

員
会
は
「
教
育
改
革
提
言
」

を
は
じ
め
体
罰
、
大
学
改
革

な
ど
で
提
言
を
発
表
。
「
つ

な
が
り
合
っ
て
生
き
る
と
い

う
人
間
観
を
提
起
し
た
提

言
。
先
生
た
ち
も
勇
気
を
も

ら
っ
て
い
る
」
（
教
育
学
者
）

と
歓
迎
す
る
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
大
前
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
「
橋
下
さ
ん
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
の
や
り
方
は
、
安
倍
政
権

の
強
引
さ
と
重
な
り
ま
す
。

市
民
・
国
民
の
声
を
間
か
な

い
や
り
方
は
破
綻
す
る
と
い

う
こ
と
を
多
く
の
人
に
伝
え

た
い
」
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